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J.教師ブ〕」であったo シ：／ ポジストの一f.である吉田靖氏はq これからの体育授業の

ましいあり方にコ；／ ＼て，「学習切となる運動の本質的な課題性＠面白さを柏にしなが？，＇ ①「（その
＼ よ 士 号 当EI σ1 

三問題解決の面白さに〉斗誘い込み？追い込んでいく授業』9 ②『わかり合v，，支え合 ＇） Tst7，に J 三 h

fこ日,-

入 る必要があるのではないかJと述べている（岩田2009)0①はq これからの体育学習において認識

がさらに重視されていくことを示しているo 運動酬での認識学習は 「できる」に～つながる「と

かるJ，または？「やってみたい」につながる「わかる」を生み出すものであるべきであるo 同様に＇ <2〕

は，ごF れからの体育授業においては，川必」「できる」「やってみたい」につなが仲間との豊かな

交流が求められていることを示しているc つまり，①②はり子どもたち個々の認識を形成する過程と集

団を形成する過程とが9 一つの授業の中で同時に進行していくことき示して：：＇ ~といえ令。
ふトてまた．岩田氏は，「子ども同士のコミュニケージョンを増幅させる最も犬きな原動力になるのゥff)f ;'f ji};Lc；；：；山；：；i ；；：ロ；：~；jに；？：：

はなぜなのか。どうしたらうまくできそうかなどヲ仲間同士で動きを見合ったり話L！.：勺三l:::
なかで9 学習内容の核心である課題解決に向かっての仲間との交流が促される。そ江戸耐の積明ね〆ど

涌して；「ひとりができる」ことが「みんなができる」ことへと発展していくのであるo 一

思 に示され時胃授業のイメージ凶いてヲ子どもたちは課題の解決に向かつて，状況？？認

識し，それらの情報を共有し合って，知識＠技能の取捨選択や加工を行いヲ課題となる運動を遂行ヲるo

それはまさに思考力＠判断力＠表現力を互いにかかわらせ学び合う姿切である。

必年度の授業研究は9 ヒ記に示された9 これからの時代に望まれる我が国の体育授業の応り方五初

等部前期＠初等部後期＠中等部の出間の発達段階におけるそれぞれの心と体の発達に応じて具体化守し

ようとするものであるといえるo 今年度は9 と記の①②のうち特に②に焦点日？取り組みとなろっ。

体育 o保健体育科ではヲ各々の教育研究ブ口 yクl ける子ともたちのJl,

与 それらの特i鼓を互ιいlこ5吉し〆合う乙とでラ全孝：員がその認詩iを共有してき i'こ。その桔栄

込，（こ示された通りであるc また？今年度の授業研究日得られた共通の認識からヲ子どいちが11年

間にどん-reム：掃討保蹄ド常習終胎；：＇.；：..稽みトげていくのかを理解しそれをふまえたうえで、昔、材開先＠

目の前の子ども達に何を育てるに臨んで、いる G 11年間の育ちを見通したうえでヲ
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l丸これからの生活を見通 L，よりよし

的に対応する能力を育む観点かられ ものづぐりそ

を築くために噌技術を適切に評価し活用できる

庭と社会とのつながりを重視しこれから

な

るとともに，社会心変化

めるとともに？よりよい

る。また，自己と

よりよい生活を；さるための能力と

を通して句材料と 工不

自立に必要な基礎的・基本的な知識及び技術を習得するととも

に？技術と士会や環境との関わり唱家庭の機能について理解し技術を適切に評価し活用する能力と態

度，これからの生活を展望して，課題をもって生活をよりよくしようとする能刀と態度を育てていくこ

とが重要である。

これらから技術 ω家庭科でめざす「豊かな学びの姿」を以下のようにまとめた。

① 生活に必要な基礎的⑨基本的な知識や技術について，これまでに習得し

発達段階に応じた内容を確実に習得しようとする姿（基礎⑩基本の習得〉

しつつ

② 実際の遊びゃ生活の中でそれらの生活をより豊かにするため？習得した知識や技術を活用し，生

活の中の課題に気づき自ら解決しようとする姿（基礎＠基本の活用と課題の解決〉

③ 集団の中の一員として，共に学び互いに協力し，高まり合いながら学ぶ姿（集団での学び合い）

このような豊かな学びの具体的な姿は子どもたちの学習の様子から①～④のようにうかがわれる。

①「針と糸の名人になろう」から

玉結びのことは最初］知らなかったのであせっていたけど匂 :B)Jの人たちが教えてくれ

くできました。（小学 5年児童A〕

②「マイネームプレートに挑戦しよう」から

ネームプレートで いままで習ったわざをよりたくさんうまぐ使えたのでよかっ

してこれからも使っていきたいと思います。 （小学 5年児童B)

③「エネルギーを変換して利用しよう」から

プリントの尽をそのまま基盤にうっせば¥i1 ¥, 1と思っていたけど＼友達の回路を見て

いることがよくわかり．感心Lました。クループの案はみんなでかなり回路設計を続

なった案もありますがF班が一番いい回路だと思います。（中学 2年生徒A)

正しいかどうかと，製作しやすくミスが起こりに九いかということを考えるの

ことがわかりました。私の案が50パーセントぐらい採用されていますが，相談して作

いものができました。（中学 2年生徒B)
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2 昨年度までの研究の経緯

これまでの研究では，小学校の家庭科と中学校の技術・家庭科との連携を図り，小学5年から中学3

年までの 5年聞を見通した指導や題材の工夫を行ってきた。「衣・食・住・家庭生活・環境・ものづく

り・情報」の 7領域から 5年聞を見通した題材配列表を作成したり，被数の領域を合わせた題材や指導

方法を工夫した。また，教科としての基礎・基本の定着を図るため，基礎的・基本的な指導内容の洗い

出しゃ実習での指導方法等の工夫を行った。

平成20年度は，「子どもの学びをとらえる」として，次の 2点について研究を行った。 1点目は，教

師が子どもの学びをとらえることである。主に学ぶ過程での観察法，製作品の評価による製作物法，ス

キルテストによる技能テスト法，総合的な理解を見るペーパーテスト法等によりとらえた。課題解決の

力は教師の「見取り」や自己評価表，生活へのレポート法等でとらえた。製作や実習では，一人一人の

技能の習得状況をとらえるのにスキルテストがとても有効であった。 2点目は，子ども自身が自分の学

びをとらえることである。各題材ごとのふりかえりや学習の履置による自己評価・相互評価を行った。

基礎的な知識や技術の習得のために，「釘打ち」や「ボタン付け」，「いためる調理」などで，それぞれ

の段階に応じた技能診断カルテ等を活用した。ここでは個別の技能についてより具体的な評価規準を明

確に示し，これを相互に評価することで，自らの技能を客観的に診断していくだけでなく仲間同士で技

能を高め合う学びの場になった。また，実習や製作において，計画表，作業分担表などを活用して話し

合い活動を行うことによって，作業内容や自分の役割がより明確になり，意欲的に活動に取り組むこと

ができた。

平成21年度は，技術・家庭科は分かれて，それぞれ技術分野は図工・美術科と共に「ものづくり」の

視点から，家庭分野はと小学校家庭科と共に「家庭科」として研究を進めた。

く技術分野〉

思考力・判断力・表現力の育成は「生活を工夫し創造する課題解決の力」ととらえ，次の通り整理

した。発達段階に応じた具体的な実践の中でどうすれば上手にできるかなど，主体的に考える力を思

考力とした。カルテなどの客観的な基準や，ペア・ク、、ループ・チームでの協議などを通じ，「自的に

あった仕組みの構築J「課題に対応した設計j「効果的な製作の手順」などを判断し構築する力を判断

力とした。ものづくりにおける「製作」により，思考し判断したものをものづくりにつなげる力，あ

るいは，製作の中間部分で思考・判断の過程を表わす力を表現力とした。

思考力・判断力・表現力は仲間とのかかわり合いの中での課題解決で多く培われるものと考え，（闘

の課題解決をグルーフ。の課題解決につなげていく取り組みの中で実践した。その流れを「考えを伝え

合う行程J「試行し工夫し合う行程」「共有化し認め合う行程」の 3つの行程に整理し，題材の中で有

機的に構成しながら学習を展開した。

考えを伝え合う行程とは，個の課題解決の過程や結果を伝え合う行程である。ベア・夕、、ループ・ク

ラス全体など内容によって伝える対象は異なる。結果のみでなく，結果にいたる考え（思考・判断）

を的確に伝えることができるようワークシートなどを活用し支援する。

試行し工夫し合う行程とは，個の課題解決の結果をグループなどで試行し検証する行程である。客

観的な評価ができるよう，技能診断カルテ等の活用や分かりやすい判断基準を提示する。個の結果を

集約し新たなグルーフ。の課題解決へつなげるための創意工夫ができるよう課題に対する到達点も明確

にする。

共有化し認め合う行程とは，試行しながら評価をもとに修正し，グループ。の課題解決へむけて結果

（理解）を共有化する行程である。個の課題解決で活用したワークシートなどをそのまま活用し，課

題解決の過程の深化を分かりやすくする。

これらの学びの場を意図的に設定し，手順を踏むことでより効果的に達成できることがわかった。

コミュニケーションやプレゼンテーションの力が十分でない子どもたちにも，場をうまく設定し筋道

を示すことでそれらの力を伸ばし，ひいては問題解決の力につながっていくことが明らかになった。

評価については，従来から実施していた技能診断カルテなどを用いたスキルの客観評価をり入れるこ

とで，自分の動きをより客観的にとらえ，自分で動作を工夫する力を育成し，グループでの相互評価

とそれに基づく改善（工夫や試行）をおこなうことで，思考や判断をより深める場を設定するなど，

生活を工夫したり創造したりする力の育成につなげてきた。

〈家庭分野〉

「衣生活」の内容を中心に思考力・判断力・表現力の育成を考えた。被服製作において完成した姿

や結果を予想し，方法，手順などを見通して計画を立て（思考力），それを実践するために，条件に

応じてそれぞれの中から最適な方法，手順などを選び（判断力），確かな知識と技術で実践していく

力（表現力）を育てていくことをめざした。

ぞかわり合いのための学習形態や評価方法の工夫を行ったo 学習形態については，実習・製作など

を竹う形態として，学習場面や発達段階に応じて一入学習，ベア学習，ク、、ループ学習などの異なった

学習形態を取り入れたo 基礎的な学習（一入学習）→発展的な学習（グループ学習）の場合，基礎的・

基本的な知識・技術を習得した上で，グループで互いに意見を出しながら協力して課題解決していく

力（思考力）が身についた。また，相互評価（ペア，グループ学習）→自己評価（一入学習）の場合，

評価の観点を共有することで，互いの技能を高め合うとともに，自己を客観的に評価できる力が育つA

これは表現力を高めるとともに判断力の育成につながったと考えられる。評価については，作品ゐ三

案，計画，技能診断，作品の仕上げ，活動のふりかえり等の中で自己評価・相互評価を取り入れたの

客観的に作品や活動が評価で、きるように，評価の観点を明確にして，自己の成果や課題に気づかせfこ
り，互いに評価し助言することで，意欲を高め，次の製作や活動に生かせるようにしたo

3 本年度の研究

本年度は，小学校の家庭科と中学校の技術・家庭科が共に「技術・家庭科」として研究を進めているの

これまでの研究をふまえ，技術・家庭科における思考力・判断力・表現力を次のように考えたー u 

技術・家庭科で学習したことが実際の生活で、生きて働く力となるためには，将来にわたって号化し続

ける社会に主体的に対応し，生活を営む上で生じる課題に対して，自分なりに判断して課題を解決する

ことができる能力，すなわち問題解決能力が必要であるo 問題解決能力は，課題を解決するまでに段階

的？関わる能力すべてを含んだものであり，課題に対して様々な角度から考える思考力，その思考力を

総合して解決を図る判断力，判断した結果を的確に創造的に示すことのできる表現力等がある。これら

の力を育成には，自らが課題を発見し，習得した知識及び、技術を活用し意欲をもって追求し，解決のた

めの方策を探るなどの学習や活動等を発達段階に応じて繰り返し行っていくことが大切であると考えぶ A

11年聞を通して生活をより豊かにするために，生活の中から課題を発見し，自分の知識や技術を活占

して課題を解決していく力を身につけさせたい。

( 1）思考力・判断力・表現力についての11年間のつながり

技術・家庭科における研究ブロックごとの思考力・判断力・表現力を次に示す。

初等部前期 遊びゃ生活の中から自分の関心があることがらを見つけ，遊んだり，活動したり

する中で，自分でよりよい方法を見つけたり工夫したりして，遊びをより楽しいも

のにし，生活をよりよいものにしていく力。

初等部後期 生活に主体的に関わろうとする意欲や態度の中から，自らが生活を作る一員とし

て自覚をもち，生活をよりよくしていこうと工夫してしていく力。

中等部 生活の中から課題を発見し，知識や技術を活用して，ものづくりや実習などの実

践を行うとともに，豊かな生活を工夫し創造する力。



(2）思考力＠判断力＠表現力を育てるための援業づくり

実践的＠体験的な学習活動を通して学んで l• く技術＠家庭科ではヲ計画，実践ヲ評価う

の学習過程を組み立て，子どもが段階を追って学習を進められるようにするとともにヲ学習活動の

意図的に課題の発見や解決の場面を取り入れていきたい。

①確かな知識と技摘を身につけるために句題材を段階的に設定する

課題解決のためには司基礎的＠基本的な知識・技能の習得が不可欠である。

ちとに，それぞれの発達段階に合わせた知識や技術の習得二のために。指導方法の工夫と題材の

選定を行い，繰り返し学習しながら基礎的＠基本的な知識や技術を確実に定着できる学習過程を考える。

＠判断力。表現力を用いて生活課題を解決する場を設定する

自ら課題発見し，意欲をもって追求していけるように

げて学習したり，学習した知識や技術を実際の生活iこ活かす場面を

た知識や技官怖を実際の生活に活用できるようにする。

③互いに学び合う場を設定する

課題解決学習において，課題の設定ヲ計画，

で学び合う場面を構想する。

「課題の設定」は生活から課題を見つけ出し設定する段階である。個別の課題から学級全体で共通課

題にまとめたり，（固に応じて選択課題を設定することが考えられる。

「計画」は課題解決の方法を探る段階である。学級全体で課題解決の方法を考えたりヲ個の課題解決

の方法をグルーフ。や学級全体で伝え合い，計画の修正などを行うなどが考えられる。

「実践Jは製作 e 実習などを通して計画したことを実践し検証する段階である。知識や技術を活用し

ながらヲ個人やグループで試行したり，工夫したりすることが考えられる。

「評価＠改善｜は実践結果を振り返りラ改善したりラ新たな課題設定を行う段階である。結果をグノレー

ブ。や学級全体で共有L，改善して次の課題解決に生かすことが考えられる。

さらに弔これらの段階を繰り返しながら，個の課題解決をグループの課題解決につなげていったりラ

全体での学びが個の課題解決に活かされるなどの学習の題材設定や授業設計を考えていく。

学び合し、において学級全体で互いの考えやを共有する場面では，発表のしかたや表現方法，他者の考

えや意見の聞き方など工夫する。また，教師が子どもの思考を揺さぶるようなはたらきかけとして，題

材の設定や構成，教材教具の工夫や教師の支援などを行っていく。

互いの考えを伝え合ったり，アドバイスしたりする中から自分の課題解決のためによりよい方法を見
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4 成果と課題

課題解決へむけ’て試行しながら取り組む過程で3 全体で知識や理解を共有イとすることは課題解決に有

あることが分かった。課題が共通の場合9 課題に取り組む意識も共有化され，協力して取り組むこ

とができる。一方，個々により課題が異なる場合は司全体の場での共有化の高まりは少なくなる。

の生活場面に生かせる課題解決今学習になるためには，さらに学び合いの場をどのように設定する
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